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 太平山観光開発株式会社 

代表取締役社長  小野 智 

  

安 全 報 告 書（2022年） 

 

 

ご 挨 拶 

  今シーズンも、太平山スキー場 オーパスをご利用いただ 

きありがとうございました。大きな事故もなく無事終了する 

ことができましたのも、お客様のご理解とご協力のおかげと 

深く感謝しております。 

  今シーズンは、雪に恵まれ、リフト稼動日数が８３日間と 

なったことや、秋田県プレミアムスキーチケットの効果もあ 

り、コロナ禍にありながら多くのお客様をお迎えすることが 

できました。 

 当スキー場は、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症 

予防対策を実施したほか、リフトやゲレンデ、その他施設の 

安全対策にも積極的に取り組んでまいりました。 

 来シーズンも今年同様、厳しい状況下での管理運営が予想されることから、「安全第一」を  

モットーに、安全対策を徹底してまいりますので、引き続き太平山スキー場 オーパスをご愛顧

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

『安全方針について』 

 平成 18年 10月 1日の鉄道事業法の改正を受け、「安全管理規程」等を整備・運用し、『利用者 

の安心・安全』を常に心掛け、日々の施設運営に取り組んでまいります。 

 

 

『輸送の安全を確保するための基本方針』 

１ 一致団結して輸送の安全確保に努めます。 

２ 輸送の安全に関する法令および関連する規定を良く理解すると共にこれを尊守し、厳選忠 

実に職務を遂行します。 

３ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めます。 

４ 職務の実施に当たり推測に頼らず確認の励行に努め疑義のある時は最も安全と思われる

取り扱いをします 

５ 事故、災害等が発生した時は人命救助を最優先に行動し、速やかに安全適切な処置をとり 

ます。 

  ６ 情報は洩れなく迅速に、正確に伝え、透明性を確保します。 

  ７ 常に問題意識を持ち必要な変革に果敢に挑戦します。 

 

    前述の基本方針を実行するため安全輸送の管理体制や索道施設の保守および運行の管理

の方法を作成し、安全管理規程に明記しております。 

これらはすべて利用者の安全を確保するものであると同時に私達働く側も安全な作業を

行うための大切な規程です。 
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『安全に対する取組み』 

1 安全教育 

輸送の安全性向上を図るためには、知識・技能の向上及び従業員の教育の充実を図ること 

   が重要と考え、各研修会への参加及びシーズン営業開始前に索道施設の基本的な知識に加え、 

安全に対する知識、責任の重さ、的確な判断力といったものを指導していますが、今年度も 

新型コロナウイルス感染症のため、ほとんどの外部研修が出来ない状態でした。 

 

   (1) 11/4     令和３年度東北索道協会秋田地区部会スキー場安全対策講習会受講（９名） 

   (2) 12/11・12 安全管理規定、運転取扱細則読み合わせ（ガイダンス時、３０名） 

 

２ 緊急時対応訓練 

スキー場オープン前 11/19・12/11～12の計 3日、リフト係員と関係社員に安全研修会お

よび救助訓練を実施し、安全管理規程・運転取扱細則等の説明により安全意識の向上と  

索道係員服務規定等の再確認を図りました。従事経験等の違いから理解の差があること 

から、現場での研修も含めて今後進めていきたいと思っています。 

 

※ 始業前毎朝ミーティングを行い、各リフト内の始業点検及び救助体制の確認を行いま 

した。 

 

  ３  強 風 対 策 

   各リフト最終支柱に風速計を設置し、風速の把握をしています。風速の表示が 15M/S以 

上 18M/S未満で警戒運転、18M/S以上の風速が５秒間持続すると運転を停止します。 

 

４  ＡＥＤの設置 

   平成 17年 7月から法改正により非医療従事者による AED（自動体外式助細動器）の使用が認  

  められ、パトロール詰所に設置し秋田消防本部より講師を招いて講習会を実施して緊急時の対 

応をとっております。 
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講習会、安全教育の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 11月 19日 総合防災訓練状況（消火栓放水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            令和 3年 12月 11日 オーパスプラザ火災発生を 

           想定しての消火訓練実施状況（避難口確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            令和 3年 12月 11日 第 1ペアリフトにて従業員 

教育での救助訓練状況 

 



 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 12日  AED（自動体外式助細動器） 

講習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 12月 12日  安全管理規定、運転取扱 

細則読み合わせ 

 

 

『安全に関する組織体制』 

  安全運行に取り組むため安全管理意識を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

別紙１をご参照下さい。 

 

 

『整備の実施について』 

オーパススキー場ではシーズン中に保守管理計画を作成し、春から秋にかけて整備点検を実 

施しております。今シーズンにおいては次に掲げる主な整備を行いました。 

 

 

※  整備予算については、年々厳しい状況ではありますが、秋田市と連携してお客様の「安全

第一」をモットーに優先順位を定め、計画的に実施してまいります。 
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１ 社外整備 

 

 

（1）第一クワッドリフト （高速クワッドリフト） 

① 握索装置２５台３年オーバーホール 

② １０～１６号支柱塗装整備 

③ １～３号支柱受索装置ビームピン・ブッシュ更新 

④ 山麓場内設備出発側通路板補修 

⑤ 山麓原動室天井止水補修 

⑥ 山麓原動室屋外親綱設置 

⑦ 山麓駅舎小屋塗装修繕 

⑧ 山麓・山頂操作スタンド塗装修繕 

⑨ 予備原動装置ラインホース交換修繕 

 

（2）第二ペアリフト （第二ペアリフト） 

① 支えい索切詰め（２ｍ） 

② ２・６・７・１６号支柱受索装置ビームピンおよびブッシュ更新 

③ 山麓駅舎小屋外壁修繕 

④ 山麓駅舎小屋漏水修繕 

⑤ ２・４・６号支柱スピーカー交換 

⑥ 山頂ステージ板一部張替え 

⑦ 山麓・山頂操作スタンド塗装修繕 

 

（3）第三ペアリフト（第一ペアリフト） 

① 油圧緊張ユニットオーバーホール 

② 山麓側ガイドローラー整備工事 

③ １～１８号柱脱索検出装置交換 

④ 山頂ステージ板一部張替え 

⑤ 山麓・山頂操作スタンド塗装修繕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6 

２ 社内整備 

 

 

（1）全リフト 

① 各支柱受索輪点検整備給油脂 

② 支えい索点検測定ロープ油給油脂 

③ 折り返し設備、保安設備、予備原動設備等点検整備 

④ 各搬器点検給油脂 

 

（2）第一クワッドリフト （高速クワッドリフト） 

① 握索機１年点検整備（５２台） 

② 山麓・山頂場内押送Ｖベルト交換（１２３本） 

③ 山麓・山頂場内押送プーリーコート剤塗布 

④ 山麓駅舎小屋インターホン更新 

⑤ 山麓・山頂場内全押送Ｖベルト張り調整 

⑥ 山麓・山頂場内全押送タイヤ空気圧調整 

⑦ 山麓場内到着側六角ベルト２本交換 

⑧ 山頂場内出発側六角ベルト２本交換 

⑨ 減速機ギアオイル交換（２００ℓ） 

⑩ 油圧緊張作動油交換（１２０ℓ） 

⑪ 油圧緊張ラインフィルター交換 

⑫ 制動機作動油交換（５ℓ） 

 

（3）第二ペアリフト （第二ペアリフト） 

① 握索装置 タンクケース・皿バネ分解整備（１４１台） 

② 通信用電池交換（２個） 

③ 山頂停留所ステージ板塗装 

④ 減速機バックストップ油脂交換 

 

（4）第三ペアリフト （第一ペアリフト） 

 ① 握索装置 タンクケース・皿バネ分解整備（全１７３台） 

② 握索装置 タング交換（５０本） 

③ 通信用電池交換（２個） 

④ 山頂停留所ステージ板塗装 

⑤ 減速機バックストップ油脂交換 

⑥ 予備原動装置バッテリー２個交換 

⑦ 山麓駅舎小屋山麓・山頂用連絡電話更新 
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『ご利用の皆様へのお願い』 

 

  輸送の安全を実現するうえでは、リフトをご利用いただく際、皆様のご協力が必要となります。 

スキー場の利用にあたっては、責任と義務が伴います。 

以下の注意事項を守ってください。  

 

 

１ リフト乗車時の注意事項 

（1） リフト乗車に慣れていないお客様は、係員にお申し出ください。 

（2） リフト椅子に衣類等のひもが絡まないよう注意してください。 

（3） ボーダーは、流れ止めをつけ、ハイバックをたたんでください。 

（4）  高速クワットリフト乗車時、危険防止のため必ずセーフティーバーを下げてください。 

（5） 係員の指示に従ってください。 

  （6） 乗車時、以下の事項を守ってください。 

① リフトから飛び降りたり、リフトを揺らさないでください。 

② リフトから物を投げ捨てたり、物を落とさないよう注意してください。 

③ リフトが非常停止しても飛び降りないでください。 

④ リフト降車時降りられなかったら、そのまま椅子に座っていてください。 

 

 

２ 禁止事項 

（1） 指定コース以外の立入禁止区域への進入。 

（2） ゲレンデにペット等を放つこと。 

（3） アルコールや薬物又はその他により、心身が正常でない状態での入場。 

 

 

 

 

 

今年度、索道事故及び索道インシデントはありませんでした。 

事故なくシーズンを終了できたのも皆様のお陰と思っております。 

来シーズンも安全で楽しいスキー場を目指し、職員一丸となって皆様に 

愛されるスキー場を作っていきたいと考えておりますので、更なるご愛願と 

ご協力をよろしくお願いします。 

                                  

秋田市太平山スキー場オーパス 

太平山観光開発㈱ 索道技術管理者 
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別紙 1 

 

秋田市太平山スキー場安全管理組織および責務 

 

１　安全管理組織図

２　責務について

　①　代表取締役社長：輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。

　②　専務取締役　　：スキー場事業の管理業務全般を統括する。

　③　安全統括管理者：索道事業の輸送安全の確保に関する業務を統括する。緊急、重要案件に

　　　　　　　　　　　ついて提案し、会議において意思決定を行う。

　④　運営責任者　　：スキー場事業の運営に関する業務を統括する。

　⑤　索道技術管理者：安全統括管理者の指揮のもと、索道の運行管理、索道施設の保守管理そ

　　　　　　　　　　　の他の技術上の事項に関する業務を統括する。

　⑥　整備主任　　　：索道に関わる施設・設備の補修、保守管理等を行う。

　⑦　索道技術管理員：索道技術管理者のもと、索道の運行管理、索道施設の保守管理その他の

　　　　　　　　　　　技術上の事項に関する業務を管理する。

　⑧　索道係員　　　：係員は運転、監視、乗客、改札係を示し、索道係員服務規程に基づき、

　　　　　　　　　　　業務を行う。

索道技術管理者

索道技術管理員 索道技術管理員

索
道
係
員

索
道
係
員

職
　
員

電
気
係

機
械
係

索
道
係
員

整備主任 索道技術管理員

（２名） （６名） （８名） （６名）

代表取締役社長

運営責任者

安全統括管理者

専務取締役

 


